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し
て
み
た
ら
、
特
別
の
秘
策
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
要
す
る

に
信
金
の
原
点
に
忠
実
だ
っ
た
こ

と
に
尽
き
る
、
と
の
こ
と
だ
っ
た

▼
昔
か
ら
信
金
経
営
の
原
点
、
と

も
言
わ
れ
た
「
定
積
集
金
」
に
徹

し
た
結
果
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

テ
レ
ビ
電
波
に
乗
る
タ
レ
ン
ト
議

員
は
労
せ
ず
し
て
選
挙
に
勝
つ

が
、
反
面
、
政
治
的
生
命
は
も
ろ

い
面
が
あ
る
。
こ
つ
こ
つ
と
足
し

げ
く
通
い
、
い
わ
ゆ
る
〝
ド
ブ
板

作
戦
〞
に
徹
す
る
候
補
者
は
、
選

挙
民
の
気
持
ち
も
よ
く
わ
か
り
、

そ
の
信
用
の
基
盤
を
バ
ッ
ク
と
す

る
候
補
者
は
強
い
▼
こ
の
類
（
た

ぐ
い
）
で
、
大
き
な
「
預
金
確

保
」
は
定
か
で
は
な
く
と
も
、
こ

つ
こ
つ
と
集
め
る
「
定
積
」
の
効

果
は
預
金
効
果
だ
け
で
は
な
い
。

「
情
報
」
と
い
う
無
限
の
可
能
性

を
含
め
た
営
業
と
い
う
こ
と
に
な

　
過
般
、
こ
の

不
景
気
時
代
に

こ
こ
数
年
来
、

預
貸
金
が
伸

び
、
業
務
純
益

も
順
調
に
上
げ

て
い
る
信
金
が

あ
る
の
で
特
集

ろ
う
。
東
京
信
金
の
預
貸
効
果

は
、
ま
さ
に
こ
の
一
語
に
尽
き
る

経
営
振
り
で
あ
っ
た
▼
今
回
の
特

集
記
事
に
対
し
て
反
論
も
あ
っ

た
。
「
当
金
庫
も
定
積
に
は
重
点

を
置
い
て
は
い
る
が
、
得
意
先
係

は
置
か
な
い
。
昔
は
集
金
体
制

だ
っ
た
が
、
事
故
が
ひ
ん
ぱ
ん
に

起
き
て
お
客
様
に
迷
惑
が
か
か
る

の
で
、
振
込
制
度
に
替
え
て
、
集

金
は
止
め
た
」
と
の
こ
と
。
職
員

の
人
事
管
理
が
ま
ず
か
っ
た
の
で

は
？
の
記
者
の
質
問
に
、
そ
の
理

事
長
は
「
人
事
管
理
は
徹
底
し
た

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
な
に
し
ろ
店

舗
も
多
く
職
員
も
い
ろ
い
ろ
な
人

格
体
が
い
る
の
で
、
事
故
防
止
に

万
全
と
は
い
か
な
か
っ
た
」
の
だ

と
言
う
▼
若
い
職
員
で
な
く
と

も
お
客
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
現

金
を
手
に
す
る
と
、
夕
方
な
ど

「
ち
ょ
っ
と
一
杯
！
」
て
な
も
ん

で
「
あ
と
で
返
せ
ば
？
」
の
軽
い

気
持
ち
に
。
そ
れ
が
つ
も
り
積

も
っ
て
〝
定
積
借
金
〞
に
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
大
な
の
だ
と
言

う
▼
な
る
ほ
ど
難
し
い
も
の
で
あ

る
。
い
ま
話
題
の
暴
力
団
融
資
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
い
ま
は
国
を

挙
げ
て
政
治
を
挙
げ
て
、
そ
し
て

最
近
は
税
務
署
や
社
会
保
険
等
の

取
り
立
て
も
や
た
ら
厳
し
い
▼
金

権
資
本
主
義
社
会
も
、
そ
ろ
そ
ろ

終
焉
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る
。
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日
本
専
門
新
聞
協
会
加
盟

お
か
げ
さ
ま
で 

創
刊
54
周
年

速
報
は
、
キ
ン
タ
イ
Ｆ
Ａ
Ｘ

解
説
は
、
Ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
ｉ
で
！

11 / 5・15日   合併号

預金量２兆円超、府下No.1。全国トップテンに

大
阪
シ
テ
ィ
信
金
が
誕
生

大
阪
で
大
き
な
存
在
感

　
を
持
つ
信
金
に

　
大
阪
シ
テ
ィ
信
金
は
預
金
量
が

２
兆
２
４
４
０
億
円
、
貸
出
金

１
兆
２
９
９
６
億
円
。
店
舗
は
大

阪
市
内
〜
大
阪
東
部
を
中
心
に

１
０
１
店
舗
に
広
が
り
、
顧
客
数

は
実
に
約
96
万
先
。
役
職
員
数
は

２
１
９
５
人
、
う
ち
得
意
先
係

５
１
５
人
。
地
域
経
済
で
非
常
に

大
き
な
存
在
感
と
役
割
を
担
う
金

融
機
関
と
な
っ
た
。

　
同
金
庫
は
、「『
信
頼
で
地
域
と

つ
な
が
る
』
大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金

庫
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
合
併

で
強
化
さ
れ
る
「
金
融
競
争
力
」

と
「
人
材
提
案
力
」
を
発
揮
。「
広

域
高
密
度
」
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
で
、
地
域
社
会
の
発
展
、
中

小
企
業
の
育
成
、
繁
栄
に
寄
与
し

た
い
と
す
る
。

　
合
併
の
目
標
と
し
て
、

●
２
兆
円
金
庫
と
し
て
地
域
金
融

の
使
命
と
責
任
を
全
う
す
る

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
へ
の
支

援
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、「
地

域
貢
献
活
動
№
１
」
の
金
庫
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立

●
合
併
効
果
の
早
期
実
現
で
「
業

務
純
益
１
０
０
億
円
」
体
制
の
構

築●
自
信
と
誇
り
を
持
つ
人
材
の
育

成
―
―
を
掲
げ
て
い
る
。

海
外
進
出
支
援
、ス
ポ
ー

ツ
な
ど
今
ま
で
の
強
み

も
継
続

　
今
回
の
合
併
に
よ
り
、
同
金
庫

で
は
経
営
力
の
強
化
と
健
全
で
強

固
な
経
営
基
盤
の
構
築
を
図
る
。

「
次
は
全
国
ト
ッ
プ
５

　
を
目
指
す
」

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
の
取
材
で
新

堂
名
誉
会
長
は
、「
ま
ず
文
化
の

違
う
旧
３
金
庫
の
融
和
が
大
事
。

そ
し
て
信
頼
関
係
。
た
だ
『
仲
良

く
や
ろ
う
』
と
い
う
だ
け
で
は
い

け
な
い
。
厳
し
さ
が
な
け
れ
ば
な

競
争
力
強
化
の

合
併
時
代
の
幕
開
け
か

　
大
阪
市
内
を
中
心
と
し
た
大
阪

市
信
金
、
製
造
業
の
メ
ッ
カ
、
大

阪
府
東
部
を
地
盤
と
す
る
大
阪
東

信
金
、
小
粒
な
が
ら
中
央
卸
売
市

場
を
支
え
る
大
福
信
金
―
―
と
、

新
役
員
体
制
決
ま
る

　
新
役
員
体
制
と
、
担
当
部
署
、

委
嘱
は
次
の
通
り
。（
　
）
内
は

出
身
金
庫
。

◇
名
誉
会
長
＝
新
堂
友
衛
（
大
阪

　
一
方
、
旧
３
金
庫
の
強
み
も
生

か
し
て
い
く
。
大
阪
市
信
金
は
府

内
信
金
で
唯
一
コ
ル
レ
ス
網
を
持

ち
、
大
阪
東
信
金
で
は
中
小
企
業

の
海
外
進
出
支
援
、
海
外
子
会
社

へ
の
直
接
融
資
な
ど
を
熱
心
に

行
っ
て
き
た
が
、「
海
外
進
出
支

援
」
分
野
を
よ
り
強
化
。
各
信
金

で
行
っ
て
き
た
販
路
拡
大
、
商
店

街
活
性
化
な
ど
「
地
域
密
着
型
金

融
」
へ
の
取
り
組
み
。
大
阪
市
信

金
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
大
福
信

前
身
の
３
金
庫
は

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

味
を
生
か
し
営
業

し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
近

年
、
企
業
数
が
減

少
す
る
中
、
合
併

で
大
型
化
し
た
地

銀
や
県
外
金
融
機

関
と
の
競
争
が
激

化
。
地
銀
勢
は
合

併
で
平
成
12
年
に

近
畿
大
阪
銀
行
が

登
場
。
16
年
に
関

西
ア
ー
バ
ン
銀

行
。
22
年
に
池
田

泉
州
銀
行
が
で

き
、
４
・
５
兆
円

〜
３
・
２
兆
円
の

規
模
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
信
金

は
１
・
６
兆
円
の

大
阪
信
金
、
１
・

１
兆
円
の
大
阪
市

信
金
、
約
１
兆
円

の
大
阪
東
信
金
―

―
と
、
ト
ッ
プ
３

で
も
１
兆
円
ク
ラ

ス
で
、
並
み
い
る

地
銀
の
４
分
の
１

か
ら
半
分
の
規
模

だ
っ
た
。

　
新
堂
大
阪
市
信
金
会
長（
当
時
）

は
、「
競
争
力
強
化
の
た
め
、
大

阪
の
信
金
も
２
兆
円
以
上
へ
の
規

模
拡
大
が
必
要
」
と
早
く
か
ら
睨

市
）
◇
会
長
＝
梶
田

益
男
（
大
阪
東
）
◇

副
会
長
＝
大
原
良
徹

（
大
福
）
◇
理
事
長

＝
河
村
正
雄
（
大
阪

市
）
◇
専
務
理
事
＝

髙
橋
知
史
〈
総
合
企

画
部
、
リ
ス
ク
統
括

部
、
審
査
部
第
１
部
・
第
２
部
、

管
理
部
、資
産
査
定
室
担
当
〉（
大

阪
市
）
◇
専
務
理
事
＝
嶋
　
直
志

〈
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
、
企
業

支
援
部
、
審
査
部
第
３
部
・
第
４

部
担
当
〉（
大
阪
東
）
◇
常
務
理

事
＝
福
岡
　
寛〈
人
事
部
長
委
嘱
、

人
事
部
、
人
事
教
育
セ
ン
タ
ー
、

資
金
運
用
部
担
当
〉（
大
阪
市
）

◇
常
務
理
事
＝
大
澤
一
裕
〈
業
務

推
進
部
第
１
部
、
融
資
推
進
部
第

１
部
、
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
国
際

部
担
当
〉（
大
阪
市
）
◇
常
務
理

事
＝
畑
中
一
起〈
総
務
部
長
委
嘱
、

総
務
部
、
秘
書
部
、
広
報
部
担
当
〉

（
大
阪
市
）
◇
常
務
理
事
＝
天
道

好
則
〈
業
務
推
進
部
第
２
部
、
融

資
推
進
部
第
２
部
担
当
〉（
大
阪

東
）
◇
常
務
理
事
＝
底
田
盛
敏

〈
八
尾
営
業
部
長
委
嘱
〉（
大
阪
東
）

◇
常
勤
理
事
＝
松
田
隆
司
〈
業
務

推
進
部
第
１
部
長
委
嘱
〉（
大
阪

市
）◇
常
勤
理
事
＝
竹
川
甚
一〈
総

合
企
画
部
長
委
嘱
、総
合
企
画
部
、

企
業
支
援
部
担
当
〉（
大
阪
市
）

み
、
４
年
前
に
は
北
浜
の
目
抜
き

通
り
に
あ
る
延
床
面
積
２
万
㎡
超

の
新
本
店
ビ
ル
に
移
り
、
合
併
の

機
会
を
窺
っ
て
い
た
。

　
大
阪
府
内
で
は
今
回
の
３
金
庫

合
併
に
続
き
、
来
年
２
月
に
摂
津

水
都
、
十
三
信
金
が
合
併
し
（
２

金
庫
で
計
１
・
２
兆
円
）、
10
金
庫

が
７
金
庫
に
ま
と
ま
る
こ
と
に
な

る
。

ら
な
い
」
と
指
摘

し
た
。

　
梶
田
会
長
は

「（
合
併
の
メ
リ
ッ

ト
は
）
人
材
の
集

積
。
優
秀
な
人
材

が
集
ま
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
で

も
っ
て
府
下
№
１

の
金
庫
を
作
り
上

げ
て
い
き
た
い
。

こ
う
し
た
経
営
環

境
な
の
で
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
お

客
様
に
対
応
し
て

合
併
告
知
で
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ

　
や
定
期
預
金
を
展
開

　
合
併
記
念
と
し
て
、
11
月
５

日
か
ら
12
月
30
日
ま
で
、
年
０
・

30
％
の
「
大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫

合
併
記
念
定
期
預
金
」
を
展
開
す

る
。
募
集
額
は
６
０
０
億
円
。

　
合
併
前
後
の
８
日
間
、
関
西
の

民
放
３
局
に
Ｔ
Ｖ
―
Ｃ
Ｍ
（
ス

ポ
ッ
ト
95
本
）
も
放
映
。「
こ
の

街
が
好
き
だ
か
ら
〜
合
併
告
知
」

編
と
し
、
職
員
の
訪
問
シ
ー
ン
や

窓
口
の
様
子
を
流
し
、「
地
元
を

愛
し
、
地
元
の
人
々
の
お
役
に
立

ち
た
い
」
と
い
う
同
金
庫
の
基
本

姿
勢
を
表
し
た
。

◇
常
勤
理
事
＝

津
村
佳
紀
〈
資

金
運
用
部
長
委

嘱
〉（
大
阪
市
）

◇
常
勤
理
事
＝

繁
　
義
光
〈
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
部
長
委
嘱
〉

（
大
阪
市
）
◇

常
勤
理
事
＝
新

宮
増
弥
〈
広
報

部
長
委
嘱
〉（
大

阪
東
）
◇
常
勤

理
事
＝
山
崎
富

雄
〈
企
業
支
援

部
長
委
嘱
〉（
大

阪
東
）
◇
常
勤

理
事
＝
山
口
則

彦
〈
リ
ス
ク
統

括
部
長
委
嘱
〉

（
大
阪
東
）
◇

常
勤
理
事
＝
鈴

い
く
」。

　
河
村
理
事
長
は
「
今
ま
で
以
上

に
『
存
在
感
』
を
出
し
て
い
き
た

い
。
府
下
№
１
、
全
国
で
ト
ッ
プ

10
の
金
庫
に
な
っ
た
が
、
次
は

『
ト
ッ
プ
５
』を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
、
抱
負
を
述
べ

た
。

木
　
明〈
中
央
市
場
営
業
部
担
当
〉

（
大
福
）
◇
常
勤
理
事
＝
藤
川
　

稔〈
事
務
指
導
室
長
委
嘱
〉（
大
福
）

◇
非
常
勤
理
事
＝
近
藤
全
博
〈
事

務
部
、
事
務
集
中
部
、
事
務
指
導

室
担
当
〉（
大
阪
市
）

　
ま
た
、
合
併
に
伴
い
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
部
、
秘
書
部
、
広
報

部
、
融
資
推
進
部
第
１
部
、
同
第

２
部
、
管
理
部
、
資
産
査
定
室
、

企
業
支
援
部
、
業
務
推
進
部
第
１

部
、
同
第
２
部
、
審
査
部
第
１
部

〜
第
４
部
（
室
）
が
新
設
と
な
っ

た
。

　
本
部
は
旧
大
阪
市
信
金
本
部

（
北
浜
）
に
置
き
、
役
員
も
こ
こ

に
集
中
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
梶

田
会
長
ら
（
旧
大
阪
東
信
金
）
が

し
ば
ら
く
旧
大
阪
東
信
金
本
部

（
八
尾
）
で
残
務
整
理
等
の
職
務

に
あ
た
る
。

固い握手を交わす新役員ら。左から河村理事長、新堂名誉会長、梶田会長、
大原副会長

新任取材に臨む新堂名誉会長（左）。右隣はタ
レントの三倉茉奈さん

　
河
村
理
事
長
は
「
我
々
が
合
併

を
決
め
て
か
ら
、
摂
津
水
都
信
金

さ
ん
、
十
三
信
金
さ
ん
も
合
併
を

決
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
地
銀
も
合

併
が
大
き
な
課
題
に
な
る
。
我
々

が
最
初
に
そ
れ
を
果
た
し
た
と
い

う
こ
と
で
、
良
い
目
標
に
な
れ
ば

と
思
う
。

　
メ
ガ
バ
ン
ク
、
地
銀
の
攻
勢
は

手
厳
し
い
の
で
、
そ
れ
に
耐
え
て

頑
張
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
」
と
、
今
後
、
競
争
力
強
化
の

た
め
の
金
融
再
編
時
代
に
な
る
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　【
大
阪
】
大
阪
市
、
大
阪
東
、
大
福
の
３
信
金
が
合

併
し
、「
大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫
」
が
11
月
５
日
ス
タ
ー

ト
し
た
。
預
金
量
は
府
下
信
金
で
唯
一
、２
兆
円
を
超

え
、
№
１
。
全
国
で
も
９
位
の
有
力
金
庫
の
誕
生
と

な
っ
た
。
当
日
は
開
店
前
に
中
央
区
北
浜
の
本
店
前

で
新
堂
名
誉
会
長
、
梶
田
会
長
、
大
原
副
会
長
、
河

村
理
事
長
、
有
力
顧
客
、
三
倉
茉
奈
さ
ん
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

大阪シティ信金の本店ビル（旧大阪市信金本部）

金
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て

行
っ
て
き
た
「
地
域
貢
献
活
動
」

も
続
け
て
い
く
。
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